
第 3回

ビルマ総合学会に出席 して

大 野 徹

は じ め に

1968年 3月18日か ら23日の 6日間にわたっ

て第 3回 ビルマ総合学会が閃かれた｡ ビルマ

の学会の現状 はどうか,研究の水準はどうか,

問題点はどういうところにあるのか,などと

いうことを知るのに最適の機会だと思われた

ので,学年末試験の期間中ではあったが時間

をや りくりして出席 してみた｡

以下とくに印象に残 った点をとりあげ参考

までにご報告申し上げたいと思 う｡ただ し,

私が出荷したのは言語 ･文学 ･文化部会のみ

であって,他の分科会についてはその内容を

詳細に 知ることが でき なかったので,新 開

(ビルマ語 日刊紙 ｢労働者 人民 日報｣)に報

道された記事な らびに学会事務局か ら出版 さ

れた各種刊行物 (ビルマ学会案内書,研究発

表要 旨集,各分科会の会長演説集等)を参Jrl:il

Lなが ら補 うことにする｡

学会の構成と沿革

従来 ビルマでは純粋な意味で ｢学会｣の名

に値する組織はきわめて少なかった｡1921年

に結成され,1967年現在会員数1129名を数え

る BurmaResearchSocietyは, その意味

で もまことに貴重な存在だと言えよう｡人文

科学系ではこのほかに,正式の ｢学会｣では

ないが,1953年にラングーン大学の ビルマ史

学者を中心に結成された ｢カンターセインレ

ー会｣ と称せ られる研究会がある｡ この会で

は,今までに数回出席してみた私の印象によ

ると,総合学会に決 してひけをとらないほど

の高度な研究発表が次 々と行なわれている｡

人文科学,社会科学, 自然科学の全分野を網

羅 した総合学会が開かれるようになったのは

つい 2年前の1966年か らである｡

第 1回 ビルマ総合学会は1966年 3月21日か

ら26Hまで開かれ,270人の 研究発表が 行な

われた｡1967年 3月19日か ら23日まで開かれ

た第 2回学会では261人の研究者が その成果

を日日こ問 うた｡そして今回,1968年 3月18日

か ら23日まで開かれた 第 3回学会では 275人

の研究発表が行なわれた｡ (人数はいずれ も

各分科会での発表者数の総計)

ビルマ総合学会は,農学,林学,医J､j･':,技

術,工学,数学･物理学,化学,地質宰, 什

物学, 泡 洋学,社会学,言語学 ･文学 ･文化

という12の分科会か ら構成されている｡各科

の今度の第 3回学会での発表者数は次の通 り

であった｡農学部門25,林学部門21,医学部

門38,技術部門14,二1㌧学邦門17,数学 ･物理

学部門31,化学部門22,地質学部門20,年:.rM

学部門22,海洋学部P里2,社会学部門25,言

語学 ･文学 ･文化部門18,合計275人｡

この学会の特徴 として次のような点を指摘

することができる｡

(1)従来,専門科 目 ごとに別 個の 組織であ

った各学会組織を統一 して総合学会としたこ

と｡
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(2)専門の 研究者や 学生だけでなく,一般

国民 も登録さえすれば自由に出席できるよう

にしてあること｡

(3)学会自体が官製であること｡

特に(2)は,社会主義国家の建設を目指 して

いるビルマとして重要な意味をもっている｡

従来,専門家だけの閉鎖的組織であった学会

を広 く一般国民に開放して ｢象牙の塔｣的,

高踏的性格を打破 し,それを ｢労働者大衆｣

と直接結びつけた点,そこに革命政府の意図

するところが現われている｡ちなみに,昨年

皮 (第 2回学会)の登録会員 総数は3,640人

であったが,今年度は4,340人で700人の増加

を示 している｡

もっとも,言語学 ･文学 ･文化部会に限っ

て言うならば,発表者は全員大学の教官また

は政府直属の研究所の所員のいずれかであっ

て,いわゆる ｢労働者大衆｣ではなかったし

(もっとも大学の教官や研究所の専門研究員

達といえども労働者の一人であるという見方

をすれば その限りでは ないのだが),集まっ

てきた出席者の顔ぶれを見て も,教官を除け

ばその大半を占めていたのは学生であった｡

学会が ｢官製｣であるということは,後で

も述べるように革命政府の現閣僚によって構

成される ｢学術研究諮問組織｣が , その企画

か ら運営にいたるまですべてを掌握 している

ことを見ても明らかである｡

1962年 3月 2日のクーデターによって登場

した革命政府は,同年 7月 4日ビルマ社会主

義計画覚を結成 し,1964年 3月にはいっさい

の既成政党を解散 した｡そのことによって反

対勢力を一掃 し,政権の安泰を図ったのであ

る｡そのような意味から言って計画覚は革命

政府を支える強力な下部組織だと言 うことが

できよう｡政府は1966年には｢労働者評議会｣

の結成を目的とする原案を立案 し,続いて同

年12月には ｢農民評議会｣の育成にとりかか

った｡前者には 1968年 4月29日現在,162の
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支部と58,167人の会員がおり,後者は全国の

農村にその支部が設立 されている｡このよう

に,農民と労働者という二大勢力の組織作り

に成功した政府二は,数 こそ多 くはないが厄介

な批判勢力となり得る素質を十分にもった学

会をもその管理下においたのである｡いずれ

にせよ,今のビルマでは政府の ｢息のかから

ない｣組織というものは存在 しないし,また

存在 し得ない｡

各分科会長の演説

第 3回大会の開会式は, 3月1､8日午前 9時

からラング-ン文理科大学の講堂で行なわれ,

学術研究 諮問 組織の 議長 ウ一 ･ティーハン

(外相)の開会演説で始まった｡開会式には,

このほかに諮問組織のメンバーであるタウン

ティン準将 (鉱山柏),セインウィン準将(公

共兼建築相),タウンチ-大佐 (農林相),タ

ンセイン大佐 (運輸通信相),フラ-ン大佐

(文部兼厚生相)等の革命政府要人がずらり

と顔をそろえ,本学会に寄せる政府の関心の

深さをありありと示 していた｡

革命政府のこの関J亡吊ま,ウ～ ･ティー-ン

の開会演説の中で述べ られた 『学術研究は,

国家の発展に責任をもたねばならない』とい

う言葉に集約されている｡したがって,学者,

研究者とよばれる者達の当面の研究姿勢とし

ては,『自己の研究成果が国家に貢献するもの

であるかどうか』ということがきわめて重要

な要素となって くる｡これは,ひとりビルマ

だけにとどまらず,開発途上にある国として

は学界に対する当然の要求であろう｡そのこ

とはよくわかるし,私 自身 この考え方に反対

する気持は毛頭ないけれども,学問がすべて

国家利益だけに結びつけられることになると

国の発展に直接関係のない分野の研究が無視

されることになりはしないかとの懸念が残る｡

化学部会の会長報告にもみられるように,『自
然科学を重視するのが革命政府の基本的考え
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方であるiとすれば,国家建設にす ぐには役

立 ちそうもない人文諸科学が反動的に等閑視

されるということにな りはしないか｡ しけこの

利害だけにとらわれる結果,視野の広 さを失

倍深い関心を抱いている者 として案 じている｡

もっとも現状 としては,私のささやかな不

安などは問題にな らないか もしれない｡ 例え

ば,プロ-ム郊外のタ-イェ-キ ックヤー,

タウンドゥインデー郊外のベイタノウ, シュ

エボウ郊外の- リンデ-等にあるビュー族文

化の遺跡の発掘調査には多大の経費が投 じら

れているし,考古学局ではビルマ統一集権の

発祥地と言われてきたタガウンの発掘に取 り

組んでいる｡ このように,革命政府は ｢国造

り｣に全精力を傾けているとは言 って も,民族

文化の保存とその研究にはなみなみな らぬ熱

意を もっていることがわかる｡ しか し一方で

は,蔵書数十万冊を越える国立図書館がわず

か10人た らずの館員だけで運営 され,予算の

闇係で職 員の増員す らままな らないという現

実があることもまた事実である｡

開会式終了後,文理大学構内の各会場で12

分科会の会長演説がいっせいに行なわれた｡

各分科会の会長演説は次の通 りである｡

技術部会 :ラングー ン工科大学長ウ一 ･ヨ

ウンモウ｢高等技術者教育 とソ連で得た知識｣

工学部会 :工業省工業局長チ ョ-テ ィン仲

士 ｢工業の進歩 と研究活動｣

数学 ･物理学部会 :ラングーン文理 大数学

科教技チ ッスウェー博士 ｢数学教育の現状｣

化学部会 :マ ング レー文理大化学科教授キ

ンマウン博士 ｢化学知識の活用｣

言語 ･文学 ･文化部会 :マ ンダ レ-文理大

歴史科教授 タン トゥン博士 ｢製造年付きの仏

像｣

林学部会 :ビルマ森林庁長官 ウ一 ･マウン

ガ レー ｢森林の調賓研究とビルマの発展｣

医学部会 :ラングー ン第二医大学長ウ一 ･

エー ｢ビルマにおける臨床研究｣

社会学部会 :ラングーン文理大心群学教授

プラ トウイン博士 ｢社会学と隣接諸科学およ

び現実社会 との関係｣

農学部会 :マ ンダ レ-農科大学長 ウ一 ･タ

ントゥン ｢植物の栽培法｣

地質学部会 :測量庁長官 り一 ･フラキ ンマ

ウン ｢ビルマの測量事業｣

海洋学部会 :ビルマ海軍測量艦司令官キ ン

マウンミイン中佐 ｢ビルマの海洋研究｣

生物学部会 :ラングーン文理大植物学教接

コウコウレイ博士 ｢ビルマの真珠養殖事業｣

｢会長演説集｣による限 り,各会長の演説

は当該分野に関する統括報告的,啓蒙的,説

諭的 な ものが多かったようにみ うけられる｡

各会長の演説内容を簡単に紹介すると次の通

りである｡

ウ一 ･ヨウンモウは,『国家の進歩が技術者

に依存 してお り,技術者の果たす役割は生産

の主軸に 等 しい』 ことを 論 じた末,『ビルマ

の技術者教育に も今後はソ連の制度を採 りい

れるべきだ』と主張 した｡ これは,ソ連が社

会主義に基づ く発展を短期間に果た したとい

う事実と, 自らのソ連視察旅行の見聞とに根

ざした具体的な発言である｡

チ ョ-テ ィン博士によれば 『研究の主 臼杵

は, ビルマの豊冨な天然資源を工業開発に役

立て,国民に利益を もた らすようにするには

どうした ち ょいか という点に お くべき であ

る』と論 じ,諸工業の発達にとって研究活動

がますます必要 となってきていることを,繊

維工業,食品工業,化学工業等の貝休的な例

を引用 しなが ら述べた｡博士が,『研究には多

大の経費 と多 くの人間と,そして長い 年 月と

を必要 とするが, これはあ くまで も長い日で

見ていって こそはじめて成果が現われるもの

だ』という言葉で しめ くくっていることは注

目に値する｡

チ ッスウェー博士は, ビルマの高校 ･大学
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における数学教育の現状を述べるとともに問

題点を指摘 し,『現代人の 必要条件 としては,

単に読み書きそろばんができるだけではもは

や十分ではなく,数学的な物の考え方を育て

ることにある』と強調 した｡

キンマウン博士に よれば,『革命 政府が自

然科学に重点をおいている理由は,社会主義

経済体制を築 きあげるのに自然科学が有力な

支えとなるか らであり,化学の分野において

も化学知識に習熟するだけではな く,それを

具体的に活用することが肝要である』と述べ

て,農業国ビルマにとって必要な化学肥料や

農薬の国産化に力を注 ぐ必要があること,大

化学工場の建設に先立ち現有資源の活用を考

えることを力説 した｡

ウ一 ･マウンガレーは,ビルマの林産資源

の内,チーク材およびその他の硬質材が外貨

獲得に大きく貢献していること,チーク以外

の硬質材や竹 もパルプの原料としてその存在

価値は大きいことを述べた後,薪炭用や山岳

民族の移動農耕によって森林資源が徒 らに灰

と化している現実を指摘,その保護管理と乾

燥地における植林事業の必要性を強調 した｡

ウー ･エーは,ビルマの臨床研究の現状を

とりあげた｡彼に よれば,『ビルマには 未解

決の問.題がLLj積 しているにもかかわらず,医

学の研究は生化学や生理学等の基礎科学の方

面からだけ行なわれてきた｡これは臨床医の

大半に自己の診察経験が医学の進歩に貢献 し

得るものだという意識が欠けていたことにも

よるが,1953年以前には医学の研究成果を発

表する機関がビルマになかったことにもよる｡

しかし, BurmaMedicalResearchSociety

が結成されてからは多 くの臨床研究が発表さ

れるようになったo例えば BurmaMedical

Journal(1953-1966)に掲載された論文の内,

臨床系のものは全体の93%を占め,また1966

-67年度のビルマ総合学会医学部会での発表

者数38人中29人までは臨床研究であった｡将
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来の展望としては今後ますます臨床研究が増

えて くることは間違いないが,現在のように

入院患者の病名と人数を統計的に調べたよう

な形のものだけでな く,基礎科学の知識を応

用するよう留意すべきだ』と述べた｡医学部

会での会長演説が現状報告的な内容にとどま

った理由は,総合学会が開かれる約 1週間前

の3月 9日から15日までの 7日間にわたって

ラングーン市医師会館で開かれた第16回全 ビ

ルマ医師会議の席上,主要な研究成果が発表

され討議されつ くしていたからであろうと思

われる｡

以上の説諭的,啓蒙的演説に対 し,タント

ウン博士の演説は ｢会長演説｣という名目で

はあったが,内容的には純粋な研究発表であ

って他の演説とははっきりとした対照をなし

ていた｡博士の演説は,1965年にピンダヤ(シ

ャン州南西部)-旅行 した際,その町の寺院

で発見 した製作年月日と寄進者の名前が記さ

れている多数の仏像について,その意味や起

源を考察 し,さらにビルマの仏像全体にまで

研究を広げた水準の高いものであった｡博士

の演説全体を詳細に説明する余裕 も,またそ

の必要 もないと思われるので,以下要点のみ

をとりあげて報告するだけにとどめたい｡

『ビルマの仏像には金,銀,鍋,鉄等の金

属で鋳造されたもの,木造のもの,供花や_良

業 (貝多羅)を焼却した灰で製作したもの等

があるが,ビングヤで発見 した仏像 (ビルマ

語でマンパヤーと称せ られる)は,表面を腰

で固めた粘土像である｡ (従来 ビルマでは粘

土製仏像を崇拝する習 慣 はないと言われて

いた) A.Williamson,ShweboGazetteer

(Rangoon,1929),pp.128-9によれば,これ

らの粘土像はシュエボウ県イェ-ウ-町から

8マイルほど離れたメーカオウ,シーデーミ

エ-,マルウェ一,レイントー等の村で もっぱ

ら農閑期に製作される｡作 り方は,まず粘土

を素材に原型を作り- らを用いて身体各部を
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彫ってか ら,粘 土が完全に乾燥する前に表面

全休に上火を溶か した水を塗付する｡乾燥 した

像の表面には光沢を出すために樹脂を塗 る｡

完成品はシャン州に送 られ, 1体につき5チ

ャットか ら70チャットくらいの価格で販売 さ

れるとある｡これ らの仏像には目付けが彫り

込 まれており,西暦1550年の口付けが発見 さ

れた目付けの申で最古のものであるoその後

の調査によって粘土製仏像はビングヤだけで

な くマ ング レー県,サガイン県,モ ンユワ県,

シュエボウ県等にも現存 していることが確認

された｡また大乗系の菩薩像にみ られるよう

な∃二桁を象徴する王冠や耳飾 り,首飾 り,腕

環等をまとった ｢釈尊像｣の存在 も認められ

る｡これ らの点か ら見て, ビングヤの粘土像

はビルマの仏教美術史,仏教史上意重な資料

を提棋 して くれるものである』ということで

演説をしめ くくった｡当日の会場には, ビル

マ史学の最高権威であるタントウン博士の演

説を開 くべ く集まった聴衆で超満員であり,

いまさらなが ら博士の学問的影響力の大きさ

を感 じさせ らカ1た｡

研 究 発 表

第 1日日

会員の一般研究発表は会長演説に引き続き

12の分科会 ごとにいっせ い に開始 された｡

まず経済大学で開かれた地質学部会では,

ド一 ･テ ィンチ～博士 ほか 2名の 共 同 発表

｢ラングーン市の土地利用に関する予備報告｣

が行なわれた｡博士 によれば, 『ラングーン

の都市開発は地理的条件か らもっぱ ら北-の

びている｡ 旧市街地にあった大学,兵営,農

事試験場,ゴルフ場,競馬場等の広大な敷地

を要する施設は,いずれ も北部郊夕付こ移され

た｡また,ラングーン市内では人口の増加(ち

なみにラングーン管区の人口は1967年 2月28

1]現在 1,616,948人 と発表されている｡ ビル

マ語 日刊紙 ｢労働者人民 日報｣1967年 6月 9

目付け報道)に伴って,住宅不足と不法建築

に悩まされるようになったため,1958年のネ

-ウィン選挙管理内閣当時,南 ･北両オウカ

ラバおよびクーケークの3衛星都市が新設さ
れた｡目下,第 4番 目の住宅都市として トウ

ウンナ市の建設が進められている｡ラングー

ンの市街地面積 も,1964年 2月にインセイン

を吸収 したので185.15平方マイルとなった｡』

社会学部会では,教育研究所のウ一 ･ソウ

ミンが ｢初等教育における中途退学の割合｣

と題 して発表 した｡ソウ ミンによれば,『1924

/25年 以降今日まで 40年以上にわたって申退

という現象が 継続 して み られる｡1924/25年

か ら1927/28年 までの統計によれば,第 4学

年 までの小学児童の中退率は87.2%であった

が,1939/40年 には 93%にまで達 している｡

これは義務教育の未実施が最大の原因である｡

(もっとも,義務教育制度は ビルマに おいて

も英領時代すでに成文化 されていた｡これは

1940年10月 5日付けのビルマ法律第20号 ｢無

償義務教育法｣と よばれ,(1)小学校 教育は

無償とする｡(2)児童の入学年齢は満 6才 とし,

6年間の教育を受 けるものとする｡ (3)児童

を就学させない場合,その父兄に対 して罰金

刑を課す等の 6項 目を骨子 としていたが,発

効 日が総督に一･任 されていたため,ついに陽

の目を 見 ることな く終わった｡｢労働者人民

｢i報｣1968年 4月10口付け)

サガイン県パ ウンビン郡,モール メイン県

チャウンソン郡,ペグ一県ニヤウンレ-ビン

郡内の小学校 30校を対象に新入学童 1,042人

の追跡調査を行なったところ,次のようなこ

とが判明した｡(1)入学年齢は,5才が8.82%,

6才 59.17%, 7才 15.92%, 8才 7.38%

となっている｡(教育局良か らの通達-｢労働

者人民 日報｣1968年 2月 1日付け-によれば,

1968年度における小学校入学児童の年齢は,

入学当日に潤 5才以上であることが最低条件

となっている｡)(2)第 4学年 (小学課程)の
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平均卒業率は11.49%である｡(3)中 退者は高

学年になるにつれて増えている｡年齢的には

7,9,10,11才 に多い｡ (4)小学校での中退

者の割合は平均 81.19% に達する｡中退の原

因は,(i)教育に対する父兄の無理解,(ii)敬

育経費支払能力の欠如,(iii)家業を継 ぐため,

(iv)家計の 手助けを するため等の 理由が 多

く,中退者の 80%を 占めている｡』

第 2日日

2日目の発表の内,注 目を引いたのは医学

部会での N.SenGuptaの発表 ｢労働病院に

おける流産の研究｣である｡グブタは 『1965

年10月 1日以降22カ月間にわたって労働病院

に入院した流産患者 1,481人を 調査 した結果,

流産の原因は梅毒によるもので も経済的困窮

に基づ くもので もな く,保健上の不備による

ものが圧倒的に多い』ことを突 きとめた｡『流

産患者を年齢面か らみると,20-24才405人,

25-29才410人,30-34才298人で,流産 した

月は, 妊娠 8-12週 目の間が 899人, 4-8

週の問が 217人であった｡流産の経験は 初回

313人, 2回298人, 3回374人, 4回206人と

なっている｡流産患者は年齢的に20才か ら34

才までの者が 62.57% を占めており,社会環

境にその原因が求められる』と結論 している｡

しか し,統計的にはうなずけるとして も,こ

の結論が正 しい かどうかということになると,

私のように医学にずぶの素人でさえいささか

頭をかしげざるを得ない｡流産の原因が性病

でないということは医者の発表を信用する以

外にないが,(｢労働者人民 日報｣1967年 6月

5日付けによれば,性病について次のような

記事が見 られる｡すなわち,ラングーン管区

内での1966年度内の血液検査によれば,被検

者46万人の内9.3%にあたる 42,893人が性病

患者であった｡また同年のビルマ全土の調査

結果によれば,新患者 259,627人,慢性患者

466,760人の存在が確認されている｡)流産の

経験が数回に及ぶ場合は血液型不適合その他
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の障害が考えられはしないか｡統計のみを足

がか りにして流産の原因が社会環境にあると

いきなり断定 して しまうのは,いささか飛躍

にすぎはしないかと思 う｡

1967年10月10日に結成された海洋学部会で

は,一般の会長演説に 1日遅れてキンマウン

ミイン海軍中佐の演説｢ビルマの海洋学研究｣

が行なわれた｡中佐は,海洋学の一般定義,

海水の成分分析,食塩,魚類,真珠,海底池

田等の海洋資源について述べた後, ビルマの

水産資源の問題をとりあげた｡なお中佐によ

れば,『ビルマの 海岸線の 長さは,北端のナ

ッ河口か ら南端の コーダウン町まで 1,760マ

イルあり,大陸棚の面積は82,200平方マイル

である｡潮の干満の差は場所によってそれぞ

れ異なっているが,平均値はアキャブ2.29メ

ー トル,チャウビュー2.74メー トル,タ ミ-

フラ島1.98メー トル,バティン1.74メー トル,

ラングーン河 口 5.76メー トル,ラングーン

5.18メー トルとなっている.』

社会学部会では,社会福祉局副局長 ド一 ･

エ-の発表が行なわれた｡ ドー ･エ-によれ

ば,『ビルマでは2,500万の人口の内,女性が

1,230万 を占め,産業界における 女性の役割

りが高まってきつつある｡ことに既婚女性が

職場にどんどん進出してきているのは望まし

いことだが,反面,子供が放置されるため心

身両面で好ましくない状態が生 じつつある｡

工場 5カ所の女性労働者 2,079人 を調査 した

結果,全体の57.2%,31才か ら35才までの女

性の内71.2%が,それぞれ主婦であった｡女

性労働者が一番多い年齢層は16-20才で全体

の69.8%を占めている｡経済面から見 ると,

月額収入100チャット (邦貨7,560円)以下の

婦人労働者の内58.3%,100-200チャットの

労働者の内60%,300-500チャットの労働者

の内66.7%が,それぞれ負債を抱えており,

家計の苦 しさを如実に示 している｡従 って,

何 らかの救済手段を講ずる必要がある』とい
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大野:第3回 ビルマ総合学会に出席して

う｡ ここで もいささか疑問が残 るのは,既婚

女性 の家族構成,収入 と支山の割合, 1人 当

りの生活費等,重要なポイ ン トが何一つ明 ら

かにされてお らず,また大oj収入が全然考慮

されていないということである｡借金がある

か ら婦人労働者 は苦 しいという結論が単純に

導 出で きるか どうか｡

第 3Ll日

3日目の発表の1日二は,場外でけんけんが

くが くの論争をひき起 こす ことにな った研究

発表が含まれている｡それは言語 ･文学 ･文

化部会で行なわれたウ一 ･チ ョ-アウン以下

2名の共同研究 ｢ビルマ文学に占める小説 の

位揖｣で ある｡問題点 のみを簡単 にとりあげ

てみると次のようになるC

『現代は社会主義社会 と資本主義社会とが

併存 している時代であるが,前者が次第に優

勢 にな りつつあ り,わが国 も社会主義建設路

線を歩むようにな った｡そ こで,文学者はす

べか らく自己の作品を社会主義思想宣伝 の武

器として用いることが肝要 である｡それ こそ

が, とりもなおさず作家 の最大の任務で もあ

る｡詩 も心 を慰めるだけの ものではない｡』

発表後,次期会長 ウ一 ･テ ィンル ウィンの

好意で全文の写 しを入手す ることがで きたの

で,読み返 してみた｡そこで とりあげ られて

いる作家 と作品 名は, ウ一･ポウンニヤ(パ ド

ンマ, ウェ-タンダヤー, ウィザヤ,イェ-

デ ィ等の 劇 作), ウ一 ･ポウソー (ロビンソ

ンクル-ソー 物語 の 訳), ジェイ ン ･フラチ

ョ← (マ ウンインマウン ･マメーマ 物 語),

テ ンパ ウンユエ ッ (マウンフマイ ン物語,マ

ウンタ-ノ- 物 語), ウ～ ･ラッ (ザベ-ど

ン物語), ウ一･マウンヂ-(キ ン ミイ ンヂ-),

タキ ン ･コウ ドーフマイ ン(フマ- ド-ボ ン)

等で,いずれ も抽民地政策 に対する革命的作

家の先駆的存在であったと評価 されている｡

続いて20世紀前半では, ピモーニ ン, シュエ

ウ-ダ ウン,ゼ-ヤ,-ヤーナ等の作家およ

び大学教官のしいか ら誕生 したティパ ンマウン

ワ,ゾーデー,ミン トrl,-ウン,マウンタ ンシ

ン, クタ等がとりあげ られ,特にマウンテ ィ

ンやティ ンペ- ミンは,小説を被圧迫階層の

立場か ら思想宣伝の武器として活用 した典型

的な作家だとして高 い評価が与え られている｡

最後 に, ソ連の作家パステルナ-クをとりあ

げ,その作品 ｢ドク トル ･ジバ ゴ｣は,社会

主義革命-の反革命的感情が背後に秘め られ

ている悪質な作品だ として激 しく非難 してい

る｡ ソ連の雪解け現象が数年た った今 口, ど

ルマで とりあげ られようとは予想 もしていな

か っただけに.正直なところびっくりして し

まった｡はた して会場か らは質問や ら反論が

わん さと寄せ られて きた｡ところが座長役の

ウ- ･ティン- ン (筆名ゾ-ヂ-) は,意見

の対立 がいたず らに論争を激化せ しめるだけ

であ って何の利益 ももた らさないという理由

でい っさいの発言を封 じて しまった｡白熱 し

た論争を通 してはじめて ビルマ文'-芋0)位吊が

再確認で きるのだが,と私はこの措折にいさ

さか不満であった｡後 口ウ一 ･ティ ン- ンと

会 った際,｢実はあの 発表 内容には 私 自身大

いに異論があるのだよ｣ とぽつ りともらした｡

3日目の数学 ･物理学部会で は,ウ-･セイ

ンシュエウ-(ビルマ気象庁)の研究発表 ｢ビ

ルマにおける地震の研究｣が行なわれた｡彼

は 『ビルマは,エルパ イ･ヒマ ラヤ地震帯の上

に位置している関係上,地震 の発狂 も少な く

ない』 として過去の被告の大 きい地震をあげ

たが,『ラングー ンおよびその近辺では,1900

年以降1965年 まで の問に震度 Bの地震が 1回

あ った(1927年12月17日)だけで,あとは震度

Cの地震が10回あったにす ぎない』 と言 う｡

社会学部会で は,ウ- ･ヤ ンデーアウンの

｢国営ボー ドゥイン鉱山の経費｣ と題す る発

表が 行なわれ た ｡ それに よると,Fボー ド.J)

ィン鉱山は15世紀頃中国人によって開発 され,

もっぱ ら銀の採掘が行なわれていた｡1960年
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以降 BurmaCorporationが受け継ぎ,1965

年か らは国営ボー ドゥイン鉱山となったが,

銀,鉛,亜鉛の含有量 も産出高 も年 々減少の

一途をたどっている｡例えば, 1958/59年度

の含有率は原鉱 1トンにつき鉛20.4%,亜鉛

13.1% であったが,1963/64年度には,それ

ぞれ 15.7%,8.2% に下がっている｡産出高

も1965年を例にとると,銀43トン,鉛14.543

トンにすぎなかった｡ボー ドゥィン鉱山は既

に老朽化 している｡』

続いて ミインティン博士 (経済大)ほか 2

名による共同研究 ｢インセイン郡内の村落に

おける家計 (飲食費)の調査｣が発表された｡

博士 らによると,『各世帯 1人当り1カ月の平

均飲食費の割合は,米6.60チャット,池1.61,

肉 2.59,魚 1.77, しょうゆ 1.44,茶0.99,

豆 0.35,こしょう 0.66,玉ねぎ 0.45である｡

1人 1カ月 に要する 飲食費は 20チャット弱

であるが,その中には無償の 4チャット分が

含まれる｡食料以外の消耗品に要する経費は

12チャットであり,無償配布の薬品0.38チャ

ットを含む｡従って 1人当りの 1カ月平均経

費は 31.84チャットとなり,全国平均値 28チ

ャット (1967/68会計年度)よりも高い｡』

第 4日目

言語 ･文学 ･文化部会では｢ビルマ暦紀元｣
と題するウ一 ･ティンタン (文化省次官補)

の発表が行なわれた｡ティンタンによれば,

『現在使用 されている ビルマ暦は,ブローム

の トウムンダ リ-王の御代に 1回,パガンの

ポウパ ソーラ- ンの御代に 1回,計 2回修正

された変形仏暦紀元だと言われているが,そ

れは誤 りで実際は西暦紀元 638年に 創 られた

独 自の 紀元である｡(ちなみに ビルマ暦紀元

によれば,西暦1968年 4月15日が1330年 1月

1日である｡正確に言 うと4月15日午後 4時

41分39秒にビルマ暦1330年にかわる｡1968年

4月13日付け ｢労働者人民 日報｣) 昔 ビルマ

では10種類ほどの暦が用いられていた｡最古
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のものはタ-イェ-キックヤー暦であり,第

2番 目に現われた暦は トウムンダ リ-磨(AD

80)である｡パガン時代に 現われたポウパソ

ーラ- ン暦は,アラカン地方で もダニヤワデ

ィー暦とよばれて用いられており,モン族の

問で も使用されている｡これが現在のビルマ

暦である｡同 じ暦 が カンボジアやタイで も

MahaSakarajに対する CulaSakarajとし

て使われている｡西暦紀元がビルマに紹介さ

れたのは15世紀頃であるが,実際にビルマ暦

と併用されるようになったのは第一次英緬戦

争以後である｡』

地質学部会ではテ ィンエー博士の発表 ｢ビ

ルマにおける赤銅,鉛,亜鉛鉱の分布｣が行

なわれた｡それに よると,『赤銅鉱は 従来バ

モー県,マ ンダ レー県,チャウセ-県,南 シ

ャン州等が知 られていたが,最近推定埋蔵量

1400万 トンの鉱床がモ ンユワ一県内で発見 さ

れたO鉛鉱はモーゴウ,チャウセ-,ボーサ

イン,ロイシン,シャン州 7郡等が著名であ

ったが,最近メイ ミョウ近郊のイタナ-ティ

ンギーにもあることが判明した｡亜鉛鉱は,

メイ ミョウのヤテ一山が知 られていただけだ

が,最近北 シャン州ロンチェイで推定埋蔵量

20万 トンの鉱床が発見 された』と言う｡

第 5日目

社会学部会では ｢人間の歴史,その世界観

と文学活動｣と題するウ一 ･キンマウンティ

ン (タウンデー予科大学長,筆名ポウンナイ

ン)の発表が行なわれた｡キンマウンティン

は,まず第 1部において西欧諸国の政治,経

防,社会の変動と作家の考え,作品-の影響

等を紹介 したあと,ビルマ社会主義の理念に

ふれ,その基盤は ｢愛｣にあることを指摘 し

た｡次いで社会主義社会における芸術の問題

をとりあげた｡その考えは次のように要約す

ることができる｡

『社会主義的芸術とは,国家の要請に基づ

いて創 られるものではな く,またみだ りに国
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大野 :第3lLl_1ビルマ総 合'芋会に出席 して

家が介入すべきもので もない｡あくまで も自

己の社会主義的思想と見解に基づいて素直に

表現すべきものである｡社会主義芸術は政府

または権力に盲従することではない｡批判精

神 こそ必要不可欠の要素である｡ただし,そ

の批判は社会主義社会-の愛から技 じるもの

であって,社会主義社会を擁護するとともに

社会主義社会の発展を妨げるすべての要因を

暴露することによって示される｡社会主義芸

術とは思想宣伝の道具ではない｡スター リン

時代の社会主義芸術はその点で失敗 した｡そ

の危険性を最初に見抜いたのが,ほかならぬ

ゴ- リキであったoゴー リキの言葉を借 りれ

ば芸術には指導性があるが,指導者-の崇拝

性はない｡スター リン時代のロシア文学には

指導者に対する崇拝があった｡今 日のソ連に

はそのような現象は見 られないし,政府が文

学に直接干渉することもない｡

文学 もまた広義の芸術に合まれる以上,芸

術性をもたねばならない｡文学とは有機的総

合体である｡従 って文学作品を評価する場合,

作品を分析して個々の部分のみをとりあげる

のでは意味がない｡作品全体を総合的にとら

えてこそはじめて正当な評価が可能となる｡』

キンマウンティンの意見は,チ ョ-アウン

等 3名 の共同発表 ｢ビルマ文学に占める小説

の位吊｣との問に共通性 もあるが,基本的な

考え方では全 く異なる｡少な くとも国家権力

の排除,盲従の危険性,批判精神の必要性を

強 く主張 している点,驚嘆に値する｡正直に

言って,今のビルマでこれだけの内容をこれ

だけはっきりと主張するには相当の勇気が必

要であろう｡しかし考えようによってはビル

マの社会主義 もそこまで進歩してきた証拠だ

と言えるか もしれない｡

化学部会では,ウ- ･アウンキンとり一 ･

プラこュン (ラング-ン文理大)の共同発表

｢カレーワ炭出の利用｣が行なわれた｡両氏

の発表によれば,『カレーワ炭鉱か らは 毎年

50万 トンの石炭を出炭しており,その寿命は

まだ後50年 くらいはもつ ものと推測される｡

現在ここから掘 り出される石炭は,単に燃料

として利用されているにすぎず,石炭からと

れる化学物質は何ら利用されることな く棄て

られている｡少な くとも製鉄用コークス,化

ノ芋肥 料 (アンモニア ･サルファイ ト),木材

防虫剤 (白蟻駆除用),アスファル ト等の 利

用が考えられて しかるべきである』と言う｡

第 6日日

最終 日の化学部会では,ウ一 ･サンワとウ

- ･ウィンマンの共同研究 ｢ラング-ン市内

の飲食販売物の衛生検査結果｣が発表された｡

両氏は1952年か ら1967年まで16年間にわたっ

て飲食物の衛生検査を 続けた結果,(i)ラン

グ-ン市内で販売されている飲食物はきわめ

て非衛生的であり, (2)消費者が 衛生状態に

無関心であること,を指摘 した｡両氏によれ

ば,Fビルマは 食糧が豊富で あるにもかかわ

らず,国民の平均寿命は男子45.2才,女子47

二才1こすぎない｡ili･界の最長寿国であるノルウ

ェーでは男子 71.32才,女子 75.7才であり,

最近 平均寿命が延びつつ ある 日本では男子

66.35才,女子73.61才である｡このようにビ

ルマ国民の平均寿命がきわめて低い理由は,

食品製造業者と消費者の両方に衛生観念が乏

しいこと,食料品の規制が全 くないことにあ

ると考えられる｡特に,常食の米は白米が好

まれる結果 ビタ ミンが欠乏 し,栄養不良の原

因となっている｡また米の保存に無頓着で,

虫食い米や くさい米を平気で口にすることか

ら,チフスや各種の消化器病におかされるこ

とになる｡白米の常食による脚気 も多い｡小

麦は米よりも栄養価が高いのだが,非衛生で

あることか ら,チフスや消化器病の原因とな

っている｡筆者が毎朝食べているパ ンの中に

も必ず何匹かの虫が見つかる｡この虫は粉に

つ く虫であってパ ン自体につ くのではないが,

どのパ ン屋から買って も同じである以上,や
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むを得ず虫だけ取 り出して食べている｡麺類

製造の際用いられるソーダも洗濯用ソーダを

代用している例さえ見つかっている｡鶏卵麺

と名づけて売っているものも実際に卵は用い

られておらず,ビタ ミンパ ンとよばれるパ ン

もまやかしである｡清涼飲料には人工甘味料

が使われている｡牛乳にも水牛の乳を混ぜた

不純なものが多い｡以前 ラングーン市庁には

廃棄処分の権限をもつ牛乳検査官が4名いた

が,現在はその制度す らない｡露店の皿,ス

プーン等はバケツに潜めた水で洗 うだけで非

衛生的である｡弟卵,あひるの卵等は形の大

小でのみ値段が区別されており,新鮮度は全

然考慮されていない｡英領時代にくらべ,ど

ルマの人口は2倍以上 になっており厚生省は

もっと保健衛生面に力を注 ぐ必要がある｡』

第 3回学会に対する所感

6日間にわたって開かれた第 3回 ビルマ総

合学会は 3月23日無事に幕をおろした｡この

間連日会場に出席して直接研究発表を開 くこ

とができた｡｢言語 ･文学 ･文化部会｣を中心

に全体を統括 してみると第 3回学会の特徴と

して次のような点を指摘することができる｡

(1)研究の対象は大半が "ビルマ"に限定さ

れている｡その原因は言 うまで もな く,"中立

･非同盟"を固持するビルマの外交政策の下

で学術交流の門戸 も閉ざされているからであ

るが,同時にまたビルマには未解決,未調査

の分野が山積 していることを示 しているとも

解釈すべきであろう｡

(2)発表内容 は,全般的に ｢学術 研究｣と

言うよりは啓蒙的性格がきわめて強い｡中に

は ｢研究発表｣ではな く ｢講義｣とかん違い

しているのではないかと思えるものす らあっ

た｡ しかし,これ らの点は回を重ねるにつれ

て選別され洗練されて くるものと思われる｡

(3)取 り扱われた対象にのみ焦点が 絞 られ

ているため,独断的な結論が少な くない｡こ
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の傾向は人文科学,社会科学,自然科学のど

の分野にも共通 して認められる｡この現象 も

研究の積み重ねによって今後解決されてゆ く

ものと期待される｡

(4)分科会の分類形式が 必ずしも理想的と

は言えない｡例えば地質学の亘りこ地理学 (人

文)が含まれていたり,社会学は独立 した 1

個の分科会になっているのに,法学や経済学

がなかったりする｡歴史学は入れるべき分科

会がないため,やむを得ず ｢言語 ･文学 ･文

化部会｣の中に同居させ られている始末であ

る｡第 4回大会からはこれ ら分科会の組織替

えを再検討する必要があろう｡

総合学会には総合学会なりの長所 もあるの

だろうが,不自由を感 じることも少な くなか

った｡例えば聞きたいと思 う発表が重なって

いる場合,結局いずれか一方は断念せざるを

得ないことになる｡会場の都合 もあるのだろ

うが,この問題は分科会 ごとに発表 日を少 し

ずつずらす ことによって解決できるのではな

いか｡わずか 1週間たらずの問にすべての研

究発表を消化 しようとすることほどだい無理

である｡まして4月, 5月と2カ月にわたる

夏休みが控えているのだから,日程の延長が

行なわれても支障はないと思う｡

発表された全原稿を集めて印刷出版するこ

とも必要であろう｡なるほど ｢発表要 旨集｣

と称するものが配布されてはいるが,これは

発表内容を集約説明したものではな く,何を

発表するかということを予告 しただけのもの

が多 く,後 日精読するだけの価値に乏 しい｡

いずれにせよ過去 3回の学会での発表内容が

参考資料として残っていないのはいかにも惜

しい気がするoこの学会を,著名な一流学者

の顔見せ会あるいは単なるお祭騒ぎだけで終

わらせた くないと望んでいるのは,おそらく

私だけではあるまい｡

(筆者は現在,国立 ラングーン外国語学院

の日本語教授としてラングーンに滞在中)
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